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それを探るために、 平城京の羅 門の関連する史料 『続日本紀』






































































日した折、筑紫大宰府を経て京にいたると、入京に際して「羅城門」の外で、鑑真の渡海し来日した多大の労苦を慰め、また拝 た（ 「迎慰拜労」 ）迎接儀礼が丁寧になされた上で、東大寺に安置しているのである。来日の一つの節目となるのが、入 であり、入京を象徴するのが羅城門 通過であったかことがうかがえる。
 
 
史料三は、唐使孫興進ら来日し、入京する 際し、 「京城門」 （＝
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明カリケレバ、羅城門ノ下ニ立隠レテ立テリケルニ ） 朱雀 方ニ人重ク行ケレバ、人ノ静マルマデト思テ、 待立 リケルニ山城ノ方ヨリ人共ノ数来タル音 シケレバ 其レニ不見エジト思テ、門ノ上層ニ和ラ掻ツリ登タリケ ニ、 見レバ、 火髴
ほのか
ニ燃シタリ。 〈後





















その時の様子を、いくつかの史料が記すが、 『中右記』は、 「 （十九































各地から集まり、 「鳥羽の南 門・つく 道・四塚」まで見物人で埋め尽くされたことを記している。見物人は、洛中も見物人でごった返し、それらの中には後白河法皇もおり、 「法皇は六条東洞院に御車をたてて叡覧あり。公卿殿上人の車ど 同じうたてならべたり」という状況であった。
 
























































在した地近くに「 （上・下） 三橋」と「橋」を共通する地名となっているのは偶然ではない。羅城門の南北に濠があり、そこに架かる橋が想定できる あろう
 
